
vol.215

'20 月号

発行：おかやま酪農業協同組合
責任者：笹野　英明
津山市川崎94-1
☎（０８６８）26-1101

令和2年4月13日発行

4

優
秀
賞　

教
育
長
賞　

倉
敷
市
立
赤
崎
小
学
校
１
年　

岸
本　

璃
子

︱
絵
の
説
明
︱　

牛
は
、
エ
サ
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
牛
乳
を
だ
し
て
く
れ
て
、
み
ん
な
お
い
し
く
飲
ん
で

大
き
く
な
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

令
和
元
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



令和1年度堆肥舎等長寿命化推進事業完了のご紹介

➡

➡

　家畜排せつ物の処理の適正化及び利用の促進に関する法律が施行されてからおよそ20年が経過し、堆
肥舎等の経年劣化が進んでいます。そこで、施設の長寿命化を推進する観点から、令和１年度下記のと
おり５戸の経営者が取り組まれました堆肥舎等補修内容をご紹介いたします。令和２年度取り組みをご
希望の方は、総務部特別対策室までご連絡願います。

牧場その１　堆肥舎屋根の葺き替え
・材　質：クロメートフリー塗装鋼板　折板ルーフデッキ　・堆肥舎面積：136.35㎡
・事業費：207万円（税別）（内補助54万円）

牧場その２　堆肥舎の錆びた鉄骨を再塗装
・材　質：樹脂塗料　・堆肥舎面積：154㎡
・事業費：96万円（税別）（内補助17万円）

下地撤去

腐食（いたる所に穴の空いた折板ルーフデッキ）

サンダーケレン

天端錆止め塗布

手ケレン

タイトフレーム取付

錆止め 上塗り 完了
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➡

➡

牧場その３　堆肥舎屋根の葺き替え
・材　質：ポリカ畜産波板　・堆肥舎面積：247㎡
・事業費：52万円（税別）（内補助26万円）（施工費別途）

牧場その４　撹拌発酵舎屋根の葺き替え
・材　質：ポリカフンカン波板＆ドブ付けＣ鋼（屋根・下地）　・撹拌発酵舎面積：1,140㎡
・事業費：856万円（税別）（内補助428万円）（施工費別途）
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牧場その５　撹拌発酵舎屋根の葺き替え
・材　質：ヒシ波ポリカ＆米松木材（屋根・下地）　・撹拌発酵舎面積：1,308.45㎡
・事業費：357万円（税別）（内補助178万円）（施工費別途）

➡
腐食しいたる所に穴の開いたガルバニウム屋根

米松木材で補強

ポリカ波板２重屋根施工

ポリカ波板２重屋根施工
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図１　ルーメンアシドーシスイメージ図

“
ル
ー
メ
ン
内
環
境
”に
つ
い
て

全
国
酪
農
業
協
同
組
合　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

伊
藤　

湧
也

は
じ
め
に

　

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
春
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
新
年
度
が
始
ま
り
、
気
持
ち
を
新

た
に
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
“
ル
ー
メ
ン
内
環
境
”

に
焦
点
を
当
て
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
牛
が
持
つ
ル
ー
メ
ン
の
中
に
は
、

細
菌
類
・
原
生
動
物
・
真
菌
類
が
無
数
に

存
在
し
、
飼
料
に
含
ま
れ
る
成
分
の
分

解
・
合
成
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

牛
は
草
を
主
食
と
す
る
草
食
動
物
で
す

が
、
草
に
含
ま
れ
る
繊
維
質
を
牛
自
体
は

消
化
で
き
ま
せ
ん
。
微
生
物
に
よ
っ
て
草

を
分
解
し
、
そ
こ
か
ら
生
成
さ
れ
る
酢

酸
・
酪
酸
・
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
を
主
体
と
す

る
揮
発
性
脂
肪
酸
（
Ｖ
Ｆ
Ａ
）
を
栄
養
源

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
牛
は

草
を
直
接
の
栄
養
源
と
し
て
は
利
用
で
き

ず
、
微
生
物
を
介
し
て
生
命
維
持
の
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
い
ま
す
。
対
し
て

ヒ
ト
は
繊
維
質
の
５
％
程
度
し
か
消
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
牛
は
ヒ
ト
が
ほ

と
ん
ど
利
用
で
き
な
い
栄
養
素
を
ル
ー
メ

ン
内
微
生
物
の
力
を
借
り
て
利
用
し
、
良

質
な
タ
ン
パ
ク
質
を
生
成
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
ん
な
牛
に
と
っ
て
重
要
な
ル
ー
メ

ン
に
お
け
る
適
正
な
環
境
を
維
持
す
る
た

め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
記
述
い
た
し

ま
す
の
で
、
少
し
の
間
お
付
き
合
い
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ル
ー
メ
ン
内
の
変
化
に
つ
い
て

　

牛
が
採
食
し
た
飼
料
の
う
ち
、
炭
水
化

物
に
含
ま
れ
る
繊
維
は
主
に
酢
酸
に
な

り
、
乳
脂
肪
の
生
成
に
貢
献
し
ま
す
。
繊

維
以
外
の
炭
水
化
物
（
糖
・
デ
ン
プ
ン
）

は
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
に
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
発
酵

酸
の
生
成
量
が
、
微
生
物
の
適
応
域
を
超

え
、
牛
の
も
つ
緩
衝
能
力
・
吸
収
能
力
を

超
え
て
し
ま
う
と
発
酵
酸
の
過
剰
な
状
態

が
起
こ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ル
ー
メ
ン
ア

シ
ド
ー
シ
ス
で
す
。（
図
１
）
濃
厚
飼
料

多
給
が
直
接
の
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
10
㎏
程
度

の
濃
厚
飼
料
で
も
給
与
回
数
が
少
な
く
、

固
め
食
い
が
起
き
た
り
、
給
与
内
容
の
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
と
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ

ス
は
起
こ
り
ま
す
。
通
常
の
ル
ー
メ
ン
内

㏗
は
中
性
～
弱
酸
性
で
す
が
、
過
剰
な
発

酵
酸
は
ル
ー
メ
ン
㏗
を
下
げ
て
酸
性
に
傾

き
ま
す
。
微
生
物
は
㏗
６
以
下
に
な
る
と

活
動
が
低
下
し
、
繊
維
質
の
消
化
率
の
低

下
を
招
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
揮
発
性
脂

肪
酸
の
生
成
・
菌
体
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成

を
抑
制
し
生
産
性
低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
微
生
物
が
酸
性
状
態
に
耐
え
ら

れ
ず
に
死
滅
す
る
こ
と
で
毒
性
を
持
つ
エ

ン
ド
ト
キ
シ
ン
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の

エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
を
契
機
に
ル
ー
メ
ン

壁
・
蹄
葉
血
管
周
辺
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が

放
出
さ
れ
、
こ
れ
が
血
流
を
悪
く
し
て
蹄

葉
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
肝
臓
は
エ
ン

ド
ト
キ
シ
ン
を
分
解
し
よ
う
と
す
る
の
で

肝
機
能
へ
の
負
担
も
多
く
か
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ル
ー
メ
ン
ア
シ
ド
ー
シ
ス
に

よ
る
生
産
性
低
下
・
経
済
的
損
失
は
大
き

い
た
め
、
１
日
の
給
与
回
数
を
増
や
し
、

１
回
当
た
り
の
配
合
の
量
を
減
ら
し
た

り
、
乾
草
の
切
断
長
を
短
く
し
た
り
、
重

曹
な
ど
の
緩
衝
剤
を
使
用
し
た
り
と
通
年

の
対
策
は
必
須
で
す
。

重
曹
の
通
年
給
与
に
つ
い
て

　

通
常
、
牛
は
草
な
ど
繊
維
質
を
多
く
含

む
飼
料
を
採
食
す
る
と
、
咀
嚼
・
反
芻
を

繰
り
返
し
て
唾
液
腺
よ
り
唾
液
を
分
泌
し

ま
す
。
唾
液
は
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
リ

ン
酸
塩
が
主
成
分
で
、
㏗
９
前
後
の
ア
ル

カ
リ
性
に
な
り
ま
す
の
で
、
牛
自
ら
唾
液

を
飲
み
込
む
こ
と
で
酸
性
に
傾
い
た
ル
ー

メ
ン
㏗
を
引
き
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

唾
液
は
、
天
然
の
重
曹
製
品
で
も
あ
り
ま

す
。
牛
は
１
日
に
１
０
０
ℓ
か
ら
１
８
０

ℓ
の
唾
液
を
分
泌
し
ま
す
。
重
曹
に
換
算

す
る
と
約
１
㎏
か
ら
１
・
５
㎏
に
な
り
、

唾
液
の
緩
衝
作
用
の
重
要
性
が
分
か
り
ま

す
。

　

重
曹
製
品
は
夏
季
に
暑
熱
に
よ
る
影
響

で
反
芻
回
数
が
減
少
し
、
唾
液
の
分
泌
量

が
足
り
な
い
場
合
に
補
助
的
な
意
味
合
い

で
給
与
さ
れ
る
こ
と
や
重
曹
に
含
ま
れ
る

ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
利
尿
作
用
を
狙
っ
た

暑
熱
対
策
と
し
て
の
給
与
が
し
ば
し
ば
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
適
正
な
ル
ー
メ
ン
内

環
境
の
維
持
・
発
酵
の
安
定
化
の
面
か
ら

す
る
と
通
年
の
給
与
を
推
奨
し
た
い
と
思

い
ま
す
。フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
・
フ
リ
ー
バ
ー

ン
の
飼
養
環
境
で
の
フ
リ
ー
チ
ョ
イ
ス
の

管
理
下
に
お
い
て
重
曹
を
不
断
給
与
し
た

場
合
、
牛
自
ら
チ
ョ
イ
ス
し
、
舐
め
て
い

る
光
景
を
目
に
し
ま
す
。
ま
た
、
冬
場
で

も
重
曹
が
減
っ
て
い
る
た
め
、
牛
が
季
節

関
係
な
く
摂
取
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
つ
な
ぎ
飼
い
の
行
動
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が
制
限
さ
れ
た
管
理
下
で
は
、
ヒ
ト
側
が

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
新
の
飼
料
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
検
証

し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
給
与
メ
ニ
ュ
ー
に
お

い
て
重
曹
を
入
れ
た
設
計
と
入
れ
て
い
な

い
設
計
で
は
、
予
測
さ
れ
る
ア
シ
ド
ー
シ

ス
リ
ス
ク
や
予
測
さ
れ
る
最
小
の
㏗
値
は

図
２
か
ら
図
４
の
よ
う
に
異
な
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
右
側
の
色
が
濃
く
な
っ
て
い
る

方
に
振
れ
る
ほ
ど
ア
シ
ド
ー
シ
ス
リ
ス
ク

は
高
ま
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
夏

季
に
な
り
、
環
境
が
厳
し
く
な
る
と
さ
ら

に
ア
シ
ド
ー
シ
ス
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま

す
。
目
安
と
し
て
は
１
頭
当
た
り
１
５
０

ｇ
か
ら
２
０
０
ｇ
は
給
与
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
さ
ら
に
重
曹
は
酸
化
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
と
一
緒
に
給
与
す
る
と
よ
り
高
い

効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
混
合
し
た
製
品
の
利
用
を
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

　

今
回
、
ル
ー
メ
ン
内
環
境
に
つ
い
て
簡

単
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、
通
年

し
て
重
曹
製
品
の
利
用
を
推
奨
い
た
し
ま

す
。

　

不
明
な
点
は
お
近
く
の
全
酪
連
職
員
へ

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

図２　重曹０ｇ　最小㏗5.5 図４　重曹250ｇ　最小㏗5.62図３　重曹150ｇ　最小㏗5.57

　

３
月
５
日
、「
第
17
回
お
か
ら
く
青
年

部
・
女
性
部
酪
農
発
表
大
会
」
が
、
本
所

３
階
大
ホ
ー
ル
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
の
た
め
青
年
部
女
性
部
役

員
の
方
々
に
参
加
者
を
限
定
し
て
、
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
備
前
地
区
青
年
部
で
吉
備
中

央
町
の
藤
本
実
さ
ん
に
、“
家
族
の
時
間

を
大
切
に
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
酪
農
」”

と
題
し
て
、
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
藤
本
さ
ん
は
、
学
校
を
卒
業
後
地
元

の
Ｊ
Ａ
に
人
工
授
精
師
と
し
て
就
職
さ

れ
、
そ
の
後
、
平
成
11
年
に
就
農
さ
れ
ま

し
た
。
藤
本
さ
ん
は
、
受
精
卵
移
植
に
よ

り
和
牛
子
牛
を
生
産
販
売
す
る
こ
と
と
、

畜
産
研
究
所
の
エ
リ
ー
ト
牛
の
卵
を
移
植

し
、
後
継
牛
を
確
保
す
る
経
営
ス
タ
イ
ル

で
す
。

　

ま
た
、
繁
殖
に
関
し
て
は
、
一
般
的
な

発
情
を
発
見
し
て
の
人
工
授
精
で
は
な

く
、
発
情
同
期
化
技
術
を
駆
使
し
て
、
す

べ
て
の
牛
に
岡
山
Ｅ
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
移

植
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
受
精
卵
移
植
技
術
を
つ
か
い

な
が
ら
、
受
胎
率
の
ア
ッ
プ
を
目
標
に
、

安
定
的
に
後
継
牛
の
確
保
と
和
牛
子
牛
を

生
産
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
藤
本
さ
ん
に

は
、
４
月
16
日
に
開
催
の
西
日
本
発
表
大

会
に
、
出
場
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
再
開
さ
れ
る

大
会
に
お
い
て
の
ご
健
闘
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

お
か
ら
く
青
年
部
女
性
部

酪
農
発
表
大
会
開
催

第17回

発表者の藤本実さん
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乳
和
食
料
理
講
習
会
開
催

　

２
月
28
日
、「
乳
和
食
料
理
講
習
会
」

を
笠
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

Ｊ
ミ
ル
ク
の
乳
和
食
推
進
講
師
派
遣
事

業
を
利
用
し
、
料
理
研
究
家
・
管
理
栄
養

士
の
小
山
浩
子
先
生
が
講
師
と
な
り
、
笠

岡
市
栄
養
協
議
会
の
38
名
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ホ
エ
イ
と
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー

ズ
・
ホ
エ
イ
ご
は
ん
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
ミ
ル

ク
そ
ぼ
ろ
煮
・
鮭
の
塩
麹
漬
け
焼
き
・
春

菊
と
ク
ル
ミ
の
白
和
え
・
減
塩
み
そ
汁
を

作
り
ま
し
た
。
最
初
に
小
山
先
生
の
デ
モ

調
理
を
見
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
各
班
で

調
理
を
し
ま
し
た
。
ホ
エ
イ
と
カ
ッ
テ
ー

ジ
チ
ー
ズ
を
作
る
と
き
の
温
め
た
牛
乳
に

米
酢
を
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や
か
ぼ
ち
ゃ

の
ミ
ル
ク
そ
ぼ
ろ
煮
の
火
加
減
な
ど
戸
惑

い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
調
理
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
約
１
ℓ
の
牛
乳

を
使
っ
て
い
ま
す
と
の
説
明
に
参
加
の
皆

さ
ん
は
、
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

試
食
後
に
は
、「
美
味
し
い
」「
簡
単
」「
牛

乳
の
味
が
し
な
い
」
な
ど
の
感
想
を
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
乳
和
食
で
減
塩

を
や
っ
て
み
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

調
理
を
す
る
前
に
乳
和
食
を
知
っ
て
い

る
方
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
ど
な
た
か

ら
も
手
が
挙
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
Ｊ
ミ
ル
ク
や
生
乳
課
に
は
、
講
習
会

を
受
講
さ
れ
た
方
か
ら
、
地
区
で
伝
達
講

習
会
を
計
画
し
て
い
る
の
で
テ
キ
ス
ト
本

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
連
絡
が
入
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
乳
和
食
の
話
を
聞
き
調
理
・

試
食
を
し
て
み
て
、
乳
和
食
の
良
さ
を
感

じ
て
い
た
だ
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
乳
和
食
の
良
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
き
牛
乳
の
消
費
拡
大
へ

つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
生
乳
課
）

小山先生の説明を聞く栄養協議会の皆さん

全農岡山県本部総合家畜市場ＩＶＦ上場結果
IVF・ET産子（出場頭数・落札価格） （価格はすべて税別）

開催月 性別 出場頭数 成立頭数 平均体重 平均日齢 最高価格 最低価格 平均価格

１月

メス 10 8 87 58 603,000 330,000 396,125

オス 26 25 93 74 595,000 146,000 437,680

２月

メス 11 11 97 89 453,000 290,000 358,455

オス 24 24 120 108 603,000 280,000 449,375

３月

メス 11 9 131 119 438,000 248,000 293,111

オス 32 29 104 87 554,000 228,000 380,655
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人
　
　
事

採　

用
（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
）

　

仲
矢
ゆ
か
り（
総
務
部　

総
務
経
理
課
）

　

直
原　

里
江
（
事
業
本
部　生

産
診
療
課
）

　

岡
本　

雅
代（
南
支
所　

備
南
事
務
所
）

採　

用
（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
）

　

三
浦　

優
衣（
事
業
本
部　

鏡
野
Ｃ
Ｓ
）

　

田
端　

佑
衣

　
（
ヘ
ル
パ
ー
職
員

（
津
山
支
所　

蒜
山
地
区
））

採　

用

（
令
和
２
年
３
月
２
日
付
）

　

奥
野　

信
介
（
事
業
本
部　

流
通
課

（
臨
時
））

（
令
和
２
年
３
月
16
日
付
）

　

午う
ま

道み
ち　

洋
夫
（
事
業
本
部　

鏡
野
Ｃ
Ｓ

（
臨
時
））

（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
）

　

森
元
あ
ゆ
み
（
事
業
本
部　

購
買
課
・

津
山
Ｓ
Ｐ
（
臨
時
））

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

退　

職
（
令
和
２
年
３
月
31
日
付
）

　

田
中　
　

徹
（
南
支
所
長
（
兼
）

備
南
事
務
所
長
）

　

牧
原　

雅
幸

（
事
業
本
部　

鏡
野
Ｃ
Ｓ
所
長
）

　

仁
科
華
菜
子
（
ヘ
ル
パ
ー
職
員

（
津
山
支
所
蒜
山
地
区
））

　

平
田　
　

満
（
嘱
託
）

（
事
業
本
部
（
兼
）
流
通
課
）

　

岡
田　

啓
市
（
嘱
託
）（
津
山
支
所
）

　

赤
堀　
　

弘
（
嘱
託
）

（
南
支
所　

び
ほ
く
事
務
所
）

　

川
上　

千
春
（
臨
時
）

（
事
業
本
部　

購
買
課
・
津
山
Ｓ
Ｐ
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

令和２年４月１日付人事異動
新 旧

小椋　孝史 総務部長（兼）経営支援課長 事業本部長
本城　宏史 事業本部長 事業本部　生産支援課長
松木　　晋 南支所長（兼）備南事務所長 津山支所長
赤木　伸一 内部監査室長（兼）特別対策室長（兼）コンプライアンス対策室長 内部監査室長（兼）特別対策室長
清水　正裕 事業本部　生産診療課長（兼）津山支所長 事業本部　生産診療課長
西原　茂和 事業本部　生乳課長（兼）鏡野ＣＳ所長 事業本部　生乳課長
藤澤　理恵 事業本部　生産支援課長 事業本部　生産支援課（兼）津山支所
植月　雅浩 事業本部　流通課 事業本部
水島　博子 事業本部　購買課・津山ＳＰ 事業本部　生産支援課
山中　雅美 事業本部　生産支援課 事業本部　流通課
樋口　晋一 事業本部　生産支援課 事業本部　鏡野ＣＳ
森中　友美 事業本部　生産診療課（兼）津山支所 事業本部　生産診療課
芳田　朱音 事業本部　流通課 事業本部　購買課・津山ＳＰ
豊浦陽二郎 事業本部　流通課 津山支所
木津登志子 南支所　びほく事務所 南支所　西大寺事務所

再雇用
早瀬　　修 事業本部　購買課・津山ＳＰ　参与（嘱託） 総務部長（兼）経営支援課長（兼）コンプライアンス対策室長
粟井　哲子 事業本部　購買課・津山ＳＰ（嘱託）
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●

●

●

ひ

ろ

ば

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
真
庭
市　

大
江
謹
治
様
、
美
作
市　

小
坂
田
保
男
様
、
美
作
市　

赤
堀
弘
様
よ
り
香
典
返
戻
金
と
し
て
、
岡
山
市　

福
本
幸
彦
様
よ
り
見
舞
返
戻
金

と
し
て
、津
山
市　

平
田
満
様
、真
庭
市　

岡
田
啓
市
様
、新
見
市　

田
中
徹
様
、

美
作
市　

赤
堀
弘
様
よ
り
寄
付
金
と
し
て
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に

金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事

報

理

会

告

　

令
和
２
年
２
月
28
日
、
第
２
２
８
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
２
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

岡
田
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
令
和
２
年
２
月
３
日
、
４
日
に

実
施
し
た
第
３
四
半
期
末
の
監
事
監
査
の

結
果
に
つ
い
て
、
監
事
か
ら
報
告
を
受
け

た
。

　

次
に
、
２
月
に
業
務
委
員
、
酪
農
支
援

委
員
の
合
同
委
員
会
、
総
務
委
員
会
で
協

議
し
た
内
容
を
各
委
員
長
よ
り
報
告
を
受

け
た
。

　

次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定
し
た
。

○
令
和
元
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
元
年
度
１
月
の
生
乳
生
産
の
進
捗

状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
を
、
基

本
方
針
に
従
い
策
定
し
協
議
し
た
。

　

生
乳
生
産
量　
　

９
２
，０
０
０
ｔ

　

購
買
取
扱
量　
　

６
６
，７
０
０
ｔ

　

流
通
取
扱
頭
数　

８
，８
５
０
頭

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み

　

酪
農
中
止
者
よ
り
資
金
返
済
の
た
め
、

止
む
な
く
出
資
減
口
の
申
し
込
み
を
承
認

し
た
。

○
診
療
費
及
び
家
畜
共
済
診
療
点
数
表
の

改
定
に
係
る
診
療
シ
ス
テ
ム
の
改
造

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
診
療
点
数
、

薬
価
基
準
表
の
改
定
に
伴
い
診
療
シ
ス
テ

ム
改
造
を
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
鏡
野
Ｃ
Ｓ
運
営
費
に
係
る
施
設
整
備
積

立
金
の
取
り
崩
し

　

鏡
野
Ｃ
Ｓ
の
運
営
費
用
（
修
理
・
交
換

費
用
）
の
一
部
を
施
設
整
備
目
的
積
立
金

よ
り
取
り
崩
す
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
乳
成
分
測
定
装
置
の
譲
渡
及
び
除
却

　

中
国
生
乳
販
連
へ
乳
成
分
測
定
装
置
を

譲
渡
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
令
和
元
年
度
生
産
基
盤
復
元
対
策

　

組
合
は
生
産
者
へ
の
更
な
る
生
産
基
盤

の
維
持
拡
大
を
最
重
要
課
題
と
し
、
昨
年

に
引
き
続
き
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
承
認

し
た
。

○
農
林
年
金
に
係
る
特
例
業
務
負
担
金
の

長
期
前
納
へ
の
対
応

　

農
林
年
金
改
正
法
に
よ
り
令
和
２
年
４

月
１
日
に
特
例
年
金
制
度
完
了
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
目
的
積
立
金
の
「
特

例
業
務
負
担
金
」
で
長
期
前
納
へ
の
対
応

を
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

増
頭
奨
励
金
の
概
要
、
令
和
元
年
度
決

算
等
の
今
後
の
日
程
、
現
況
調
査
、
出
資

者
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

私
が
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
力
に

自
信
が
あ
り
、
腕
相
撲
に
負
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
あ
る

と
き
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
し
て
い

る
人
と
対
決
を
し
た
際
に
、
簡
単
に
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
と

て
も
悔
し
く
、
そ
の
人
に
勝
つ
た
め
に

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

　

週
に
一
回
、
自
宅
や
倉
敷
、
岡
山
な

ど
の
ジ
ム
に
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
の
仲

間
と
集
ま
り
、
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
練
習

を
始
め
て
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

そ
の
中
で
た
く
さ
ん
の
大
会
に
出
場

し
、
全
日
本
ス
ト
ラ
ッ
プ
選
手
権
優

勝
、
西
日
本
大
会
─
60
キ
ロ
級
優
勝
、

国
体
出
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
い
っ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は
し
て
い
な
い
の
で

す
が
、
プ
ロ
テ
イ
ン
を
牛
乳
と
混
ぜ
て

飲
む
こ
と
で
、
風
邪
な
ど
か
か
る
こ
と

も
な
く
体
調
が
よ
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
う
一
つ
の
趣
味

で
あ
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
と
も
に
、
楽

し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

　
（
井
原
市　

徳
山　
　

彰
）
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組
合
長
　
岡
田
　
穂
積

専

　務
　
長
恒
　
泰
治

参

　事
　
笹
野
　
英
明

総
務
部
長
　
小
椋
　
孝
史

事
業
本
部
長
　
　
　
本
城
　
宏
史

　　　　男　　女　　計
正職員：30　　19　　49
臨　時： 2　　 2　　 4
嘱　託： 3　　 3　　 6

（うち駐在： 1　　　　　 1）
ヘルパー：11　　 2　　13
嘱　託： 1　　 　　 1
　合計：47　　26　　73

本　　所
　総 務 部（総務経理課・経営支援課）
　　Tel 0868-26-1101　Fax 0868-26-6763
　事業本部（生産支援課・生産診療課）
　　Tel 0868-26-1106　Fax 0868-26-6994
　事業本部（流通課）
　　Tel 0868-26-1104　Fax 0868-26-6763
津山支所
　　Tel 0868-26-1106　Fax 0868-26-6994
（ヘルパー関係の電話は、津山支所へお
　願いします）  

内部監査室

津山支所
（兼）支所長　（獣医師） 清水　正裕
（兼） 森中　友美
 花本　和希
 平松　翔太

南支所
南支所長（次長待遇） 松木　　晋

鏡野ＣＳ
（兼）ＣＳ所長 西原　茂和
 森崎　陽子
 湯浅　達也
 片岡　純一
 三浦　優衣
　　　　　　　（臨時） 午道　洋夫

ヘルパー
青草　真一　　岸本　公博　　川口　権悟
馬澄　真吾　　髙田   　碧　　齊藤　和樹
（嘱託）仁木　豊　　溝渕　義幸（蒜山地区）
田端　佑衣（蒜山地区）

蒜山事務所・蒜山ＳＰ
蒜山事務所長・ＳＰ所長（調査役）
 　　　山本　恭子
 　　　長須　悠樹
 　　　山口　英範
 　　　兼宗　修平

西大寺事務所・西大寺ＳＰ
西大寺事務所長・ＳＰ所長（調査役）
 延藤久美恵
 難波　正憲
参与　（獣医師）（嘱託） 坂手　靖宏
　　　　　　　（嘱託） 奥山　康恵

コンプライアンス対策室

特別対策室

機
構
図
（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
）

室長（課長待遇） 赤木　伸一
（兼） 保田　　徹
（兼） 中尾由美子

（兼）室長 赤木　伸一
（兼） 土居　直美

（兼）室長 赤木　伸一
（兼） 小島　悟司
生産支援課
課長 藤澤　理恵
 山中　雅美
 樋口　晋一
 守安　　浩
生産診療課
課長　　　　（獣医師） 清水　正裕
課長代理　　（獣医師） 菅田　祥介
　　　　　　（獣医師） 神野　卓哉
　　　　　　（獣医師） 矢野　敬雄
 森中　友美
 直原　里江
流通課
課長 大西　克巳
調査役 植月　雅浩
 豊浦陽二郎
 芳田　朱音
　　　　　　　（嘱託） 高橋真理子
　　　　　　　（臨時） 奥野　信介
購買課・津山ＳＰ
課長（兼）津山ＳＰ所長 入江　一憲
 水島　博子
 佐倉　淑乃
参与　　　　　（嘱託） 早瀬　　修
　　　　　　　（嘱託） 粟井　哲子
　　　　　　　（臨時） 森元あゆみ
生乳課
課長 西原　茂和
調査役 松下　千春
　　　　　　　（臨時） 妹尾　明美

総務経理課
課長 保田　　徹
調査役 土居　直美
調査役 中尾由美子
（兼） 小島　悟司
 小山　清志
（兼） 片山　瑛二
 仲矢ゆかり
経営支援課
（兼）課長 小椋　孝史
 小島　悟司
（兼） 小山　清志
 片山　瑛二

総務部付
中販連駐在　　（嘱託） 鶴井　真一

真壁　福元
ヘルパー

備南事務所
（兼）備南事務所長 松木　　晋
 池田　直人
 濵田　高美
 岡本　雅代

西山　勝之　　尾崎　直幸
ヘルパー

びほく事務所
びほく事務所長（調査役）
 高橋　信介
 阿部　静香
 木津登志子

佐久間和歌　　廣金　佑太
ヘルパー

組　合　員

監　事　会理　事　会

専 門 委 員 会
総 務 委 員 会
業 務 委 員 会
酪 農 支 援 委 員 会
問題債権検討委員会
評 議 員 会

代 表 理 事
組　合　長

総　　　会

代 表 理 事
専　　　務

参　　　事

内部監査室

事 業 本 部総　務　部

コンプライアンス
対　策　室

生
産
支
援
課

生
産
診
療
課

購
　
買
　
課

びほく事務所

びほくＳＰ

備南事務所 西大寺事務所

西大寺ＳＰ

蒜山事務所

蒜山ＳＰ

流
　
通
　
課

育
成
牧
場

生
　
乳
　
課

津
山
Ｓ
Ｐ

鏡
野
Ｃ
Ｓ

経
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課
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室
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課
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所
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所
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組
合
長
　
岡
田
　
穂
積

専

　務
　
長
恒
　
泰
治

参

　事
　
笹
野
　
英
明

総
務
部
長
　
小
椋
　
孝
史

事
業
本
部
長
　
　
　
本
城
　
宏
史

　　　　男　　女　　計
正職員：30　　19　　49
臨　時： 2　　 2　　 4
嘱　託： 3　　 3　　 6

（うち駐在： 1　　　　　 1）
ヘルパー：11　　 2　　13
嘱　託： 1　　 　　 1
　合計：47　　26　　73

本　　所
　総 務 部（総務経理課・経営支援課）
　　Tel 0868-26-1101　Fax 0868-26-6763
　事業本部（生産支援課・生産診療課）
　　Tel 0868-26-1106　Fax 0868-26-6994
　事業本部（流通課）
　　Tel 0868-26-1104　Fax 0868-26-6763
津山支所
　　Tel 0868-26-1106　Fax 0868-26-6994
（ヘルパー関係の電話は、津山支所へお
　願いします）  

内部監査室

津山支所
（兼）支所長　（獣医師） 清水　正裕
（兼） 森中　友美
 花本　和希
 平松　翔太

南支所
南支所長（次長待遇） 松木　　晋

鏡野ＣＳ
（兼）ＣＳ所長 西原　茂和
 森崎　陽子
 湯浅　達也
 片岡　純一
 三浦　優衣
　　　　　　　（臨時） 午道　洋夫

ヘルパー
青草　真一　　岸本　公博　　川口　権悟
馬澄　真吾　　髙田   　碧　　齊藤　和樹
（嘱託）仁木　豊　　溝渕　義幸（蒜山地区）
田端　佑衣（蒜山地区）

蒜山事務所・蒜山ＳＰ
蒜山事務所長・ＳＰ所長（調査役）
 　　　山本　恭子
 　　　長須　悠樹
 　　　山口　英範
 　　　兼宗　修平

西大寺事務所・西大寺ＳＰ
西大寺事務所長・ＳＰ所長（調査役）
 延藤久美恵
 難波　正憲
参与　（獣医師）（嘱託） 坂手　靖宏
　　　　　　　（嘱託） 奥山　康恵

コンプライアンス対策室

特別対策室

機
構
図
（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
）

室長（課長待遇） 赤木　伸一
（兼） 保田　　徹
（兼） 中尾由美子

（兼）室長 赤木　伸一
（兼） 土居　直美

（兼）室長 赤木　伸一
（兼） 小島　悟司
生産支援課
課長 藤澤　理恵
 山中　雅美
 樋口　晋一
 守安　　浩
生産診療課
課長　　　　（獣医師） 清水　正裕
課長代理　　（獣医師） 菅田　祥介
　　　　　　（獣医師） 神野　卓哉
　　　　　　（獣医師） 矢野　敬雄
 森中　友美
 直原　里江
流通課
課長 大西　克巳
調査役 植月　雅浩
 豊浦陽二郎
 芳田　朱音
　　　　　　　（嘱託） 高橋真理子
　　　　　　　（臨時） 奥野　信介
購買課・津山ＳＰ
課長（兼）津山ＳＰ所長 入江　一憲
 水島　博子
 佐倉　淑乃
参与　　　　　（嘱託） 早瀬　　修
　　　　　　　（嘱託） 粟井　哲子
　　　　　　　（臨時） 森元あゆみ
生乳課
課長 西原　茂和
調査役 松下　千春
　　　　　　　（臨時） 妹尾　明美

総務経理課
課長 保田　　徹
調査役 土居　直美
調査役 中尾由美子
（兼） 小島　悟司
 小山　清志
（兼） 片山　瑛二
 仲矢ゆかり
経営支援課
（兼）課長 小椋　孝史
 小島　悟司
（兼） 小山　清志
 片山　瑛二

総務部付
中販連駐在　　（嘱託） 鶴井　真一

真壁　福元
ヘルパー

備南事務所
（兼）備南事務所長 松木　　晋
 池田　直人
 濵田　高美
 岡本　雅代

西山　勝之　　尾崎　直幸
ヘルパー

びほく事務所
びほく事務所長（調査役）
 高橋　信介
 阿部　静香
 木津登志子

佐久間和歌　　廣金　佑太
ヘルパー

組　合　員

監　事　会理　事　会

専 門 委 員 会
総 務 委 員 会
業 務 委 員 会
酪 農 支 援 委 員 会
問題債権検討委員会
評 議 員 会

代 表 理 事
組　合　長

総　　　会

代 表 理 事
専　　　務

参　　　事

内部監査室

事 業 本 部総　務　部

コンプライアンス
対　策　室

生
産
支
援
課

生
産
診
療
課

購
　
買
　
課

びほく事務所

びほくＳＰ
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生乳販売量（令和元年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和元年度）生乳販売量（平成30年度） 購買取扱数量（平成30年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
5，0００

5，５００

6，0００

6，５００

７，0００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

5,255

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

４～２

４～２

全 国

岡山県

北海道

月

２

２

２

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産
104.7
100.3
109.0
101.3
106.8

飲　用
101.4
98.6

109.0
101.1
99.8

その他
98.7
99.0

106.7
99.3
99.0

地 域 生産量（トン) 乳製品
118.7
106.4
110.8
109.3
120.5

5,514

7,833
7,190

５６６,４９８
６,３７５,０１３

７,８２３
８３,５６６
３１５,３７３

２８８,０００
３,４０３,２６２

７,３４７
７９,８３９
５９,９３６

１４５,０７０
１,４０４,３４７

３４８
２,４２９

１２６,８２４

１３３,４２８
１,５６７,４１４

１２８
１,２９６

１２８,６１３

　

３
月
に
つ
い
て
は
、
前
月
に
引
き
続
き
春
産
み
中
心
の
出
回
り
で
あ
り
、
全
国
的
に

導
入
需
要
が
継
続
し
た
こ
と
か
ら
、平
均
価
格
は
85
万
５
千
円（
前
月
比
２
万
６
千
円
高
）

と
強
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
つ
い
て
は
、
春
産
み
の
最
終
手
当
需
要
は
見
込
ま
れ
る
が
、
一
部
夏
産
み
が

出
回
り
始
め
、
出
回
り
頭
数
の
増
加
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
場
は
弱
持
ち
合
い

で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

４月の主な行事

１日　現物監査

９日　臨時理事会

13日　西大寺酪農組合役員会・

酪政連備前支部役員会

24日　管理職会議

30日　理事会
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